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避
難
所
環
境
整
備
に
も
着
目

危
機
管
理

産
業
展
災
害
用
寝
袋
兼
敷
物
な
ど

懐
く
ペ
ッ
ト
ロ
ボ

接
し
方
で
性
格
形
成

カ
シ
オ
が
予
約
受
付

コ
ス
モ
ス
イ
ニ
シ
ア
（
本
社

・
東
京
）
と
帝
京
平
成
大
は
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の

国
家
資
格
を
持
つ
ヘ
ル
ス
キ
ー

パ
ー
の
施
術
が
労
働
生
産
性
に

及
ぼ
す
効
果
を
共
同
研
究
し
、

一
定
の
有
効
性
を
確
認
し
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
る
ケ
ア
を
続

け
る
こ
と
で
、
肩
こ
り
な
ど
に

よ
る
３
カ
月
間
の
労
働
生
産
性

損
失
を
１
人
当
た
り
３
万
円
以

上
減
額
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

肩
こ
り
に
よ
る
労
働
生
産
性

の
低
下
を
自
覚
し
て
い
る
同
社

従
業
員
を
、
①
週
１
回
以
上

分
の
施
術
を
受
け
る
②
従
業
員

都
合
で
施
術
を
受
け
る
③
施
術

を
受
け
な
い
―
と
い
う
グ
ル
ー

プ
に
無
作
為
で
分
け
て
３
カ
月

間
追
跡
調
査
し
た
。
こ
の
期
間

の
肩
こ
り
に
よ
る
労
働
生
産
性

の
損
失
額
を
算
出
。
数
値
化
し

た
仕
事
の
量
と
質
か
ら
低
下
割

合
を
割
り
出
し
、
こ
れ
に
同
一

産
業
・
企
業
規
模
の
平
均
的
給

与
・
賞
与
、
肩
こ
り
を
自
覚
し

た
日
数
を
踏
ま
え
て
導
き
出
し

た
。③

は
３
万
６
１
７
０
円
に
上

っ
た
の
に
対
し
、
①
は
３
万
３

５
６
５
円
の
削
減
。
②
の
場
合

で
も
３
０
６
５
円
削
減
で
き
る

と
し
た
。

民
間
企
業
の
障
害
者
法
定
雇

用
率
が
２
０
２
６
年
７
月
に
２

・
７
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
、
除

外
率
は

年
４
月
に
建
設
業

が

％
へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

ヘ
ル
ス
キ
ー
パ
ー
は
障
害
者
の

有
力
な
就
労
方
法
の
一
つ
。
企

業
が
障
害
者
の
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師
を
採
用
す
れ

ば
、
従
業
員
の
健
康
管
理
を
支

援
す
る
健
康
経
営
施
策
に
な

り
、
障
害
者
を
雇
用
で
き
る
場

の
創
出
に
も
資
す
る
と
し
て
い

る
。

地
方
自
治
体
に
向
け
た

Ａ
Ｉ
マ
ニ
ュ
ア
ル
開
発
へ

Ｒ
Ｋ
Ｋ
Ｃ
Ｓ

25
年
４
月
提
供
目
指
す

建設重機にＢ50燃料活用
西松建設が
実 証 実 験ＣＯ２排出、大幅削減

2000
億
円
以
上
の
支
援
を

経
団
連

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
育
成
へ

同
社
は
、道
内
や
本
州
で
石
割
り
、

石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
、
庭
石
の
施
工

な
ど
を
手
掛
け
る
企
業
。
護
岸
や
道

路
擁
壁
、
神
社
の
石
垣
な
ど
を
施
工

す
る
傍
ら
、
漁
業
関
係
者
の
声
を
ヒ

ン
ト
に
環
境
保
護
に
寄
与
す
る
工
法

開
発
も
進
め
て
い
る
。

リ
バ
ー
ラ
イ
ズ
か
ご
工
法
は
、
同

社
が
開
発
し
た
石
積
み
工
「
リ
バ
ー

ラ
イ
ズ
ス
ト
ー
ン
工
法
」
を
か
ご
工

に
応
用
し
た
。
か
ご
マ
ッ
ト
や
布
団

か
ご
に
透
水
性
管
路
（
魚
巣
）
を
埋

め
込
む
の
は
ス
ト
ー
ン
工
法
と
同

じ
。編

目
の
外
側
に
管
路
が
出
て
い

て
、
か
ご
の
端
部
の
管
路
か
ら
水
を

取
り
入
れ
、
前
面
に
付
い
て
い
る
管

路
か
ら
排
出
す
る
た
め
、
泥
の
堆
積

で
管
路
を
閉
そ
く
さ
せ
な
い
仕
組

み
。
管
径
は
か
ご
マ
ッ
ト

㍉
、
布

団
か
ご
が

―

㍉
で
主
に
小
中
型

魚
類
の
生
息
に
対
応
。
災
害
等
で
生

態
環
境
が
失
わ
れ
た
河
川
な
ど
の
復

旧
工
事
で
高
い
効
果
が
期
待
で
き

る
。施

工
方
法
は
、
一
般
的
な
か
ご
工

に
硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
を
組

み
込
む
だ
け
。
特
別
な
材
料
・
機
材

は
不
用
。
中
詰
め
剤
は

―

㌢
の

割
栗
石
を
使
用
、
上
面
パ
ネ
ル
を
取

り
付
け
て
、
中
詰
め
材
料
の
流
出
を

防
ぐ
。
拘
束
力
が
弱
く
な
る
た
め
空

隙
を
少
な
く
施
工
す
る
の
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。

東
京
都
内
の
黒
目
川
で
の
実
験
で

は
、
中
詰
め
石
の
隙
間
を
上
回
る
サ

イ
ズ
の
大
型
魚
類
が
生
息
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
。
か
ご
マ
ッ
ト
内
の
石

と
石
の
間
に
も
多
く
の
生
物
が
す
み

着
い
て
い
て
、
従
来
技
術
よ
り
生
物

の
多
様
性
に
寄
与
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

月
に
埼
玉
県
発
注
工
事
で
採
用

予
定
。
福
井
誠
社
長
は
「
異
常
気
象

で
治
水
の
重
要
性
が
増
す
中
、
生
態

系
保
護
も
重
要
な
観
点
。
同
じ
護
岸

工
事
で
あ
れ
ば
、
環
境
と
共
存
を
図

れ
る
工
法
が
普
及
し
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
る
。

万博開幕半年前インタビュー

入場券販売「これから加速」
日本国際博覧会協会・十倉会長

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西

万
博
の
開
幕
ま
で

日
で
半

年
と
な
る
の
を
前
に
、
日
本

国
際
博
覧
会
協
会
の
十
倉
雅

和
会
長
（
日
本
経
済
団
体
連

合
会
会
長
）
は

日
、
報
道

各
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
た
。
前
売
り
入
場
券
の
販

売
が
開
幕
ま
で
の
目
標
「
１

４
０
０
万
枚
」
の
約
半
分
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
「
こ
れ
か
ら
加
速
す
る
」

と
強
調
。
開
幕
ま
で
の
海
外

パ
ビ
リ
オ
ン
の
完
成
に
も
自

信
を
見
せ
た
。

―
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
状
況

を
ど
う
見
る
か
。

入
場
予
約
が

日
か
ら
始

ま
り
、
こ
れ
か
ら
加
速
す
る

と
思
う
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
、

催
事
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

発
信
す
る
。

―
大
阪
・
関
西
と
比
べ
、

そ
の
他
地
域
で
は
盛
り
上
が

り
に
温
度
差
が
あ
る
。

地
元
以
外
の
方
に
万
博
の

魅
力
を
伝
え
る
の
に
（
重
要

な
の
は
）
や
は
り
コ
ン
テ
ン

ツ
だ
。
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
も

あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
で
日
本

各
地
の
お
祭
り
や
文
化
を
紹

介
す
る
。
積
極
的
に
宣
伝
し

て
い
き
た
い
。

―
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設

の
進
捗
は
。

大
型
重
機
が
入
る
工
事
は

今
月
中
旬
ま
で
と
言
っ
て
き

た
が
、
個
別
の
事
情
で
少
し

遅
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た

だ
、
十
分
調
整
で
き
る
範
囲

で
、
開
幕
ま
で
に
は
全
部
間

に
合
わ
せ
る
自
信
を
持
っ
て

い
る
。

―
万
博
成
功
の
定
義
は
何

か
。今

回
の
万
博
は
、
命
を
テ

ー
マ
に
知
恵
と
技
術
を
持
ち

寄
る
と
い
う
体
験
参
加
型
。

同
時
に
、
日
本
の
良
さ
、
文

化
も
世
界
に
発
信
す
る
と
い

う
中
身
の
濃
い
も
の
に
し
た

い
。
そ
れ
が
十
分
達
成
で
き

た
か
ど
う
か
だ
。
予
算
は
決

め
ら
れ
た
範
囲
内
で
や
る
。

ど
れ
だ
け
の
人
が
来
る
か
も

一
つ
の
（
判
断
）
材
料
に
な

る
。

地
方
自
治
体
向
け
基
幹
系

情
報
シ
ス
テ
ム
「
総
合
行
政

シ
ス
テ
ム
」
を
手
掛
け
る
Ｒ

Ｋ
Ｋ
Ｃ
Ｓ
（
本
社
・
熊
本
）

は
、
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
使
っ
た
チ
ャ
ッ
ト
対
応
型

マ
ニ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
着
手
し
た
。
オ
ラ
ク
ル

社
の
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

「
オ
ラ
ク
ル
・
ク
ラ
ウ
ド
・

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
Ｏ
Ｃ
Ｉ
）
ジ
ェ
ネ
レ
ー
テ

ィ
ブ
Ａ
Ｉ
」
を
利
用
す
る
。

実
証
実
験
を
経
て
、
２
０
２

５
年
４
月
に
総
合
行
政
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
全
自

治
体
に
向
け
て
提
供
す
る
。

Ａ
Ｉ
マ
ニ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ

ム
は
、
人
に
話
し
掛
け
る
よ

う
に
疑
問
点
を
問
い
掛
け
る

と
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
そ
の
意
図

を
理
解
し
て
分
か
り
や
す
い

表
現
で
答
え
て
く
れ
る
仕
組

み
。
回
答
に
当
た
っ
て
は
、

Ｒ
Ａ
Ｇ
と
い
う
技
術
を
用
い

て
Ａ
Ｉ
に
事
前
に
取
り
込
ん

だ
シ
ス
テ
ム
操
作
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
説
明
資
料
、
独
自
マ
ニ

ュ
ア
ル
、
法
律
文
献
な
ど
を

参
照
す
る
。
ネ
ッ
ト
情
報
を

基
に
し
た
一
般
的
な
チ
ャ
ッ

ト
対
応
型
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ

ス
と
比
べ
、
よ
り
具
体
的
で

正
確
な
回
答
を
目
指
す
。
価

格
は
未
定
。

自
治
体
に
は
定
期
異
動
が

あ
り
、
業
務
に
慣
れ
る
ま
で

職
員
は
膨
大
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
格
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
Ａ
Ｉ
マ
ニ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
大
幅
な

業
務
効
率
化
が
可
能
に
な

る
。９

日
、
「
地
方
自
治
情
報

化
推
進
フ
ェ
ア
２
０
２
４
」

会
場
で
時
事
通
信
の
取
材
に

応
じ
た
Ｒ
Ｋ
Ｋ
Ｃ
Ｓ
の
徳
山

泰
之
企
画
室
長
は
「
こ
れ
は

初
め
の
一
歩
。
二
歩
目
、
三

歩
目
は
（
生
成
Ａ
Ｉ
を
）
基

幹
系
シ
ス
テ
ム
と
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
向
け
、
い
ろ
い
ろ
な
技
術

を
持
つ
オ
ラ
ク
ル
と
相
談
し

な
が
ら
や
る
」
と
述
べ
た
。

具
体
例
と
し
て
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）

や
デ
ー
タ
利
活
用
を
挙
げ

た
。日

本
経
済
団
体
連
合
会
は

日
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫

画
、
ゲ
ー
ム
、
音
楽
と
い
っ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
基
幹
産
業

に
育
成
す
る
た
め
、
関
連
省

庁
の
支
援
予
算
を
早
期
に
２

０
０
０
億
円
以
上
に
拡
充
す

る
こ
と
を
求
め
る
提
言
を
公

表
し
た
。
支
援
を
一
元
的
に

進
め
る
た
め
、
「
コ
ン
テ
ン

ツ
省
」
を
新
た
に
設
置
す
る

こ
と
も
要
望
し
た
。

提
言
で
は
、
日
本
の
コ
ン

テ
ン
ツ
産
業
の
海
外
売
上
高

は
、
鉄
鋼
や
半
導
体
の
輸
出

額
に
匹
敵
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
政
府
予
算
が
少
な
い

と
指
摘
。
韓
国
で
は
２
０
２

４
年
度
の
支
援
額
が
約
１
１

０
０
億
円
に
上
っ
て
い
て
、

日
本
は
数
百
億
円
規
模
の
現

行
予
算
を
早
期
に
２
０
０
０

億
円
以
上
に
増
額
す
べ
き
だ

と
し
た
。

経
団
連
は
、
日
本
発
コ
ン

テ
ン
ツ
の
海
外
で
の
市
場
規

模
を

年
に

年
の
３
―
４

倍
と
な
る

兆
―

兆
円
ま

で
拡
大
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ

る
。
国
内
外
か
ら
優
秀
な
人

材
を
集
め
、
存
在
感
を
よ
り

高
め
た
い
考
え
だ
。

リ
ス
ク
管
理
を
テ
ー
マ
に

し
た
国
内
最
大
級
の
総
合
展

示
会
「
危
機
管
理
産
業
展
２

０
２
４
」
が
東
京
都
江
東
区

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
９

日
か
ら

日
ま
で
開
催
さ
れ

た
。
「
テ
ロ
対
策
特
殊
装
備

展
」
と
併
せ
て
４
４
７
社
が

出
展
。
避
難
所
で
の
資
機
材

や
事
業
継
続
の
た
め
の
機

器
、
特
殊
車
両
や
ド
ロ
ー
ン

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

２
０
０
５
年
の
初
開
催
か

ら

回
目
。
防
災
・
減
災
分

野
で
は
、
「
ほ
っ
と
。
松
本
」

（
本
社
・
石
川
県
七
尾
市
）

が
能
登
地
震
の
際
、
避
難
所

で
使
っ
た
災
害
時
用
寝
袋
兼

敷
物
を
出
展
。
短
時
間
で
設

営
で
き
、
支
援
物
資
が
届
く

ま
で
の
３
日
間
を
し
の
げ
る

よ
う
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
や
最

低
限
の
防
寒
機
能
を
備
え
た

点
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

避
難
所
で
の
水
対
策
と
し

て
「
北
良
」（
本
社
・
岩
手
県

北
上
市
）
は
、
一
度
使
っ
た

水
で
も
再
利
用
で
き
る
循
環

式
の
シ
ャ
ワ
ー
や
手
洗
い
機

を
展
示
。
「
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
」（
同

・
東
京
）
は
、
更
衣
室
と
し

て
も
活
用
で
き
る
折
り
畳
み

式
の
ア
ル
ミ
箱
型
ス
ペ
ー
ス

を
出
展
し
た
。

水
害
へ
の
備
え
と
し
て

「
ガ
デ
リ
ウ
ス
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
」（
本
社
・
東
京
）は
、

簡
単
に
持
ち
運
べ
、
並
べ
て

設
置
す
る
だ
け
で
高
さ
１
㍍

分
の
土
の
う
と
同
じ
働
き
を

す
る
止
水
板
を
紹
介
。
「
ア

キ
レ
ス
」（
同
）
は
、
プ
ロ
の

災
害
救
助
活
動
を
想
定
し
た

レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
を

出
展
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
事
業
リ
ス
ク
対

策
分
野
で
は
、
「
神
鋼
造
機
」

（
本
社
・
岐
阜
県
大
垣
市
）

が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
関
を

搭
載
し
た
移
動
電
源
車
を
展

型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍ
ｏ
ｆ
ｌ
ｉ

ｎ
（
モ
フ
リ
ン
）」の
先
行
予

約
販
売
を
開
始
し
た
と
発
表

し
た＝

写
真
。
発
売
は

月

７
日
。
よ
く
話
し
掛
け
る
人

を
「
飼
い
主
」
と
認
識
し
て

懐
き
、
表
現
さ
れ
る
し
ぐ
さ

な
ど
「
個
性
」
は
４
０
０
万

通
り
以
上
に
上
る
。

モ
フ
リ
ン
は
両
手
に
乗
る

サ
イ
ズ
で
、
丸
く
ふ
わ
ふ
わ

と
し
た
形
。
つ
ぶ
ら
な
目
が

特
徴
だ
。
話
し
掛
け
た
り
抱

っ
こ
し
た
り
す
る
と
、
徐
々

に
性
格
が
陽
気
に
な
っ
た
り

甘
え
ん
坊
に
な
っ
た
り
す

る
。
も
ぞ
も
ぞ
と
動
く
ほ
か
、

鳴
き
声
も
上
げ
る
。

色
は
金
と
銀
の
２
種
類

で
、
希
望
小
売
価
格
は
５
万

９
４
０
０
円
。
同
社
の
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
や
一
部
の
家
電
量
販

店
で
購
入
で
き
る
。
年
額
６

６
０
０
円
で
会
員
に
な
れ

ば
、
修
理
や
手
入
れ
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
半
額
で
受
け
ら

れ
る
。

カ
シ
オ
計
算
機
は

日
、

ユ
ー
ザ
ー
の
接
し
方
に
応
じ

て
性
格
が
形
成
さ
れ
、
感
情

表
現
が
豊
か
に
な
る
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
搭
載
の
ペ
ッ
ト

西
松
建
設
は
、
軽
油
に
高

純
度
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
リ
ー
ゼ
ル
）
を

％
混

合
し
た
Ｂ

燃
料
を
建
設
重

機
に
使
用
す
る
実
証
実
験
を

進
め
て
い
る
。
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
５
％
混
合
軽
油

の
Ｂ
５
燃
料
に
比
べ
、
Ｂ

燃
料
は
約

倍
の
Ｃ
Ｏ

削

減
が
可
能
。
８
月
か
ら

月

に
か
け
て
３
０
０
０
㍑
を
消

費
す
る
予
定
だ
。

リ
ー
ゼ
ル
は
、
廃
食
用
油

を
原
料
し
て
製
造
し
た
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
減
圧

蒸
留
と
静
電
気
浄
化
処
理

し
、
エ
ス
テ
ル
成
分
の
純
度

を
最
大

・
９
％
に
高
め
た

高
純
度
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
。
一
般
社
団
法
人
リ
ー

ゼ
ル
協
会
が
規
格
設
定
、
認

ママママママママママママママ
ッッッッッッッッッッッッッッ
ササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーー
ジジジジジジジジジジジジジジ
がががががががががががががが
労労労労労労労労労労労労労労
働働働働働働働働働働働働働働
生生生生生生生生生生生生生生
産産産産産産産産産産産産産産
性性性性性性性性性性性性性性
へへへへへへへへへへへへへへ
効効効効効効効効効効効効効効
果果果果果果果果果果果果果果

示
。「
メ
ッ
ツ
」（
本
社
・
東
京
）

は
、
端
末
装
着
者
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
解
析

し
、
熱
中
症
や
体
調
不
良
の

リ
ス
ク
を
事
前
に
予
測
す
る

シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
分
野
で

は
、
「
ク
マ
ヒ
ラ
」（
本
社
・

東
京
）
が
液
体
爆
発
物
を
使

っ
た
テ
ロ
対
策
と
し
て
液
体

検
査
装
置
な
ど
を
展
示
。「
富

士
通
」（
本
社
・
川
崎
）
は
、

カ
メ
ラ
映
像
の
Ａ
Ｉ
解
析
で

人
の
行
動
検
知
結
果
を
可
視

化
し
、
人
手
の
か
か
る
監
視

業
務
を
効
率
化
・
強
化
す
る

技
術
を
紹
介
し
た
。

危
機
管
理
ド
ロ
ー
ン
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
Ｊ
Ｄ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」（
本
社
・
東
京
）が
孤

立
集
落
へ
の
救
援
物
資
輸
送

な
ど
に
役
立
つ
大
型
ド
ロ
ー

ン
（
最
大
搭
載
量

㌔
）
を

展
示
し
、活
用
を
提
案
し
た
。

視
察
し
た
高
橋
清
孝
・
元

内
閣
危
機
管
理
監
は
「
能
登

半
島
地
震
が
あ
っ
た
の
で
、

地
震
や
水
害
対
策
の
展
示
が

多
い
印
象
。
避
難
所
の
環
境

整
備
と
い
っ
た
従
来
あ
ま
り

光
が
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た

部
分
も
紹
介
さ
れ
て
い
て
、

よ
か
っ
た
と
思
う
」
と
話
し

て
い
た
。

定
を
し
て
い
る
。

８
月
か
ら

月
に
か
け
て

宮
城
県
内
の
造
成
工
事
現
場

で
Ｂ

燃
料
を
建
設
重
機
に

導
入
し
た
。

一
般
社
団
法
人
リ
ー
ゼ
ル

協
会
に
よ
る
と
、
リ
ー
ゼ
ル

の
Ｂ

燃
料
を
建
設
重
機
に

使
用
し
た
国
内
初
め
て
の
事

例
と
い
う
。

今
後
も
Ｂ

燃
料
の
実
用

化
に
向
け
た
検
証
を
重
ね
、

混
合
軽
油
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

削

減
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
た

い
考
え
だ
。

現場ペットボトル再生へ
大成建設など

リサイクル化で実証実験

大
成
建
設
は
、
コ
カ
コ
ー

ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
と

日
本
通
運
と
協
働
で
、
建
設

現
場
で
発
生
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
高
品
質
な
再
生
原
料

に
す
る
実
証
試
験
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
現
場
内
で
キ
ャ

ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
の
分
別
、
洗

浄
、
減
容
化
を
す
る
も
の
で
、

再
生
原
料
の
品
質
「
グ
レ
ー

ド
Ａ（
ラ
ベ
ル
、
キ
ャ
ッ
プ
、

残
液
な
し
）」の
１
０
０
％
達

成
を
目
指
す
。

東
京

区
内
の
同
社
現
場

で
発
生
す
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

量
は
年
間

万
本
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
分
別
さ

れ
ず
に
回
収
さ
れ
て
い
た
。

ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
が
つ
い

た
状
態
や
、
飲
み
残
し
の
入

っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
含
ま

れ
て
い
た
た
め
、
再
生
原
料

の
高
品
質
化
を
推
進
す
る
。

今
回
、
都
内
２
カ
所
の
現

場
に
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
。
現
場
内
で

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
分
別

し
て
か
ら
洗
浄
、
減
容
化
ま

で
を
流
れ
作
業
で
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
設
備
で
、
回
収

後
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
。
２
０
２
５

年
３
月
ま
で
実

施
す
る
予

定

だ
。同

社
で
は
、

三
角
コ
ー
ン
や

ア
ク
リ
ル
板
の

リ
サ
イ
ク
ル
も

実
証
中
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源

の
循
環
を
推
進

し
、
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
実
現
に
貢

献
し
た
い
考
え

だ
。

護
岸
と
生
態
系
保
護
両
立
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被
災
河
川
復
旧
工
事
な
ど
で
高
い
効
果
期
待

現
場
に
設
置
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｂ

燃
料
で
実
証
試
験
中
の

建
設
重
機

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
十

倉
会
長

コスモスイニシアと帝京平成大

ヘルスキーパーに障害者雇用も

福
井
工
業

工
法
開
発

福井工業（本社・札幌）は、かごマットや

布団かご内に透水性管路を埋め込んだ「リバ

ーライズかご工法」を開発した。透水性管路

が魚巣の役割を果たし、護岸の機能を損なう

ことなく生物の生息環境を創出できる。６月

日付で国土交通省の新技術情報提供システ

ム（ＮＥＴＩＳ）に登録。生態系を保護する

新たな手法として関心を集めそうだ。

実際の施工例


